
 広報おおさき　2016 年 10月号 広報おおさき　2016 年 10月号 

　スポーツ推進委員は、誰もが、いつでも、

どこでも気軽に取り組めるニュースポー

ツなどを通じて、市民の健康づくりや生涯

スポーツ思想の普及に努めてきました。

　現在、市内あわせて88人の推進委員が、

市民やコミュニティの要請に応える形で、

ニュースポーツ大会などの企画・運営・指

導を各地域ごとに行っています。

　いま、市内でも盛んに行われているパー

クゴルフは、老若男女、誰でも気軽に楽し

く取り組めて、仲間づくり、健康づくりにも

なるニュースポーツです。三本木地域に新

しくパークゴルフ場ができることをわたし

自身、楽しみにしています。

　現在、わたしたちは、ノルディックウォー

キングの普及を目指しています。ノル

ディックウォーキングはクロスカントリー

スキーの夏場のトレーニングとして、フィ

ンランドで始まりました。ポールをつきな

がら歩く全身運動ですので、普通にウォー

キングをするよりも、運動効果が高いのが

特徴です。生涯学習課では、市内 7 地域の

ウォーキングマップを作成し、７地域を順

に巡る体験会も開催しています。歩くこと

は、健康への第一歩です。ぜひ一度、体験し

ていただきたいと思います。

　これからは、高齢者や障害のある人たち

が、気軽にスポーツに親しめる場を提供す

るなど、地域に愛されるスポーツ推進委員

を目指し、活動を展開していきます。

10年を振り返り 新たな10年へ歩みだす～おおさき人の軌跡～年物語十10 year story

誰もが気軽にスポーツを楽しめる社会へ
～ 大崎市スポーツ推進委員協議会 ～

活動の概要

スポーツ振興法に基づいて各自

治体に設置が義務付けられてき

た体育指導委員が、平成 23 年の

スポーツ基本法の施行によりス

ポーツ推進委員となる。7 地域

間の連携を図りながら、誰もが、

いつでも、どこでも取り組める

生涯スポーツを推進し、市民の

要請に応えながら、各種活動を

展開している。
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サミット翌日、

旧有備館および庭

園を訪れた参加自

治体関係者の皆さ

ん。震災からよみが

えった有備館の姿、

大崎市と当別町と

の関係など、説明に

耳を傾けました
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姉妹都市交流サミット参加自治体 ( 盟約締結順・敬称略)

都市名 盟約締結月日 出席者

酒田市（友好都市） 昭和57年 7月 9日 樋
ひ わ た り

渡 由
ゆ う

 松山総合支所長

台東区（姉妹都市） 昭和59年 1月14日 荒
あ ら か わ

川 総
そ う い ち ろ う

一郎 副区長

田尻町（友好都市） 平成 3年10月10日 栗
く り や ま

山 美
よ し ま さ

政 町長

遊佐町（兄弟町） 平成 4年10月30日 本
も と み や

宮 茂
し げ き

樹 副町長

宇和島市（姉妹都市） 平成11年 3月27日 三
み よ し

好 伊
い さ お

佐夫 副市長

当別町（姉妹都市） 平成12年10月12日 宮
み や じ

司 正
ま さ き

毅 町長

港南区（交流都市） 平成14年 4月10日 佐
さ と う

藤 英
え い い ち

一 総務課長

　大崎市誕生とともに、地域の垣根を越え

た連携や交流を促進し、大崎の文化を振興

させるため、7地域の文化協会が手をたず

さえて大崎市文化協会を設立しました。

　会員の発表の場として秋に行われる市

民文化祭は、各地域の文化協会単位で開催

されていますが、毎年、地域の輪番で「総合

開会式」を開催しています。7つの旧市町の

個性を大切にしながら、「大崎はひとつ」と

いう思いを胸に、昨年は鹿島台を会場に

「七
な こ う さ い

虹祭」と銘打って、各地域の演目が披露

され、大変好評を得ました。

　伝統芸能に触れてもらうため、松山地域

ではコスモス祭りで神楽や獅子躍を披露

する場を設け、演者、参加者ともに盛り上

がりをみせています。その他の地域では、小

学生を対象にしたお茶や生け花の体験行

事など実施し、文化を後世につないでいく

きっかけづくりを行っています。今後は、若

い世代への継承方法を模索したり、地域と

行政と連携しながら、市民の文化芸術活動

を大崎市文化協会として支えていきたいと

思います。

　会員の減少や高齢化が、地域共通の課題

となっていますが、行政との対話や連携か

ら、今以上に文化の輪、人の輪を市内全域

に広げていきたいと思います。皆さんで芸

術文化活動を楽しみませんか。

文化の輪、人の輪を広げていきたい
～ 大崎市文化協会 ～

活動の概要

平成 18 年大崎市誕生とともに、

1 市 6 町の各文化協会が結集し

大崎市文化協会を設立。文化活

動の振興や市民の教養の向上を

目的に活動を展開。現在は、210

団 体・3,014人（平 成 27 年 4 月

現在）が加盟している。毎年秋に

行われる市民文化祭は、約半月

にわたって各地域で開催され、1

年間の成果を披露する。

大崎市文化協会
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松山コスモス祭りで披露された

鹿島台地域の深
ふ か や か ぐ ら

谷神楽


